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加
滞
佃

最
初
の
訪
問

新
島
襄
は
度
、
香
港
(
香
港
島
)
を
山
ね

て
い
る
度
目
は
、
一
凶
館
か
ら
{
密
出
国
し
、

ポ
ス
ト
ン
に
向
か
う
途
次
彼
を
乗
せ
た
ワ
イ

ル
ド
.
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
は
、
 
1
8
6
4
年
Ⅱ
月

に
香
港
に
入
港
し
、
円
日
問
、
碇
泊
し
た

こ
の
問
に
新
島
は
、
上
陸
し
て
買
い
物
を
し

た
現
在
、
同
志
社
に
残
さ
れ
て
ぃ
る
の
は
、

漢
よ
の
新
約
聖
書
だ
け
で
あ
る
た
だ
し
、
本

体
は
無
く
、
表
紙
裏
の
へ
ー
ジ
(
書
き
入
れ
あ

り
)
が
1
枚
だ
け
残
さ
れ
て
ぃ
る
新
島
は
こ

の
聖
書
を
買
う
た
め
に
、
テ
ィ
ラ
ー
船
長

(
工
0
岳
え
仇
.
↓
ご
一
9
)
に
小
刀
を
尤
っ
た

新
島
は
、
上
海
で
武
士
の
魂
、
長
刀
を
す
で

ま
げ

に
手
放
し
、
詣
も
一
洛
し
て
ぃ
た
サ
ム
ラ
イ

か
ら
仏
徒
」
へ
の
転
身
は
、
香
港
で
ぃ
よ
い
よ

加
速
し
た
わ
け
で
あ
る

漢
訳
聖
白

私
は
、
 
2
0
0
9
年
の
春
、
香
港
に
出
張
し

た
当
時
の
聖
当
を
探
求
し
、
同
じ
漢
訳
本
が

見
つ
か
れ
ば
、
購
入
し
た
か
っ
た
が
、
何
も

情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
最
終
日
(
3
月
H

日
)
の
朝
、
英
華
書
院
貫
ヨ
伽
名
N
n
0
一
一
0
姻
n
＼

、
,

一
一

●
■
"
、
.
"

贋



)
コ
姻
一
o
 
n
ず
ヨ
n
m
n

n
o
=
n
姻
巳
を
訪
ね
、

聖
書
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン

を
見
せ
て
も
ら
っ
た

こ
こ
で
も
、
該
当
す

る
も
の
は
無
か
っ
た

し
か
し
、
刷
産
物

恩
い
が
け

と
し
て
、

モ
リ
ソ
ン

な
く
も

(
匁
0
ず
n
ニ
ミ
0
ヨ
仂
0
=
)

や
レ
ッ
グ
(
〕
ぢ
α

「
噐
巳
の
情
報
が

収
集
で
き
た
ふ
た
り
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ツ

シ
ョ
ン
^
-
0
コ
ル
0
=
ミ
一
誘
一
0
=
曾
イ
仂
0
含
九
々
^
に
^

属
す
る
宣
教
師
で
あ
る

モ
リ
ソ
ン

ま
ず
モ
リ
ソ
ン
(
中
国
名
は
馬
礼
遜
)
で
あ

る
 
1
8
0
7
年
に
中
国
(
最
初
は
マ
カ
オ
、

力

つ
い
で
広
東
)
に
最
初
に
派
辿
さ
れ
た
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
盲
教
師
で
あ
る
聖
書
を
漢
訳
し
た

の
も
、
彼
が
最
初
で
あ
る
史
上
、
「
モ
リ
ソ

ン
丹
事
件
」
(
1
8
3
7
年
)
で
も
、
名
が
残
る

彼
は
、
名
門
の
英
華
書
院
貫
ヨ
姻
系

紀
行

.

.
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ハ
0
一
一
n
姻
n
 
》
コ
伽
一
0
 
9
三
Φ
m
Φ
δ
0
=
Φ
⑳
Φ
)
の
創

凡
双
者
で
も
あ
る
同
校
は
、
も
と
も
と
1
8
1

8
年
に
マ
ラ
ッ
カ
で
開
校
さ
れ
た
が
、
香
港
に

転
出
し
た
モ
リ
ソ
ン
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
彼

の
死
後
(
1
8
4
3
年
)
、
香
港
に
移
さ
れ
、

現
在
に
及
ぶ

彼
の
教
派
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
派
教

会
で
あ
る
が
、
他
教
派
の
進
出
に
も
協
力
的

で
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
(
会
衆
派
)
に
も

積
極
的
に
中
風
仏
道
を
勧
め
た

ブ
リ
ツ
ジ
マ
ン
と
パ
ー
カ
ー

そ
れ
に
応
え
て
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
広
東
に
派

ブ
リ
ッ
、
シ
マ
ン

が

遣
さ
れ
た
の

、

(
団
.
δ
.
W
"
語
n
ヨ
ぎ
)
で
あ
る
稗
治
文
の
名

で
執
筆
し
た
漢
文
に
ょ
る
著
書
に
聯
邦
志
略
』

(
1
8
3
8
年
)
が
あ
る
同
書
を
江
戸
で
読

ん
で
、
渡
米
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
の
が
、
青
年

新
島
で
あ
る
の
ち
に
新
島
は
ア
メ
リ
カ
で
、

こ
の
著
者
と
同
じ
学
校
(
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
、

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
)
に
学
ぴ
、
同
じ
ミ

ツ
シ
ヨ
ン
(
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
)
か
ら
盲

教
師
に
任
命
さ
れ
た
そ
れ
ぱ
か
り
か
、
東
ア

ジ
ア
仏
道
に
従
事
し
た
点
ま
で
、
共
通
す
る

こ
れ
か
ら
し
て
も
、
中
国
伝
道
の
パ
イ
オ
ニ

ア
、
モ
リ
ソ
ン
の
感
化
は
、
は
る
か
新
島
に
ま

で
及
ぶ
と
り
わ
け
、
密
出
国
す
る
前
の
消
息

を
新
島
が
次
の
よ
う
に
回
願
す
る
時
、
そ
の
感

を
い
よ
い
よ
深
く
す
る

「
私
の
好
奇
心
を
最
も
か
き
た
て
た
の
は
、

上
海
か
香
港
で
発
行
さ
れ
た
2
、
 
3
冊
の
キ
リW

ス
ト
教
の
書
物
だ
っ
た
」
(
新
島
襄
全
集

巻
訂
頁
)

ブ
リ
ツ
ジ
マ
ン
に
続
く
者
と
し
て
は
、

カ
ー
^
一
罍
含
剛
習
"
含
^
も
忘
^
ら
^
な

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
中
国
に
最
初
に
送
り

込
ん
だ
医
療
宣
教
師
で
あ
る
彼
は
、
日
本
開

教
を
試
み
る
た
め
に
、
モ
リ
ソ
ン
号
に
乗
り
込

み
、
禁
教
下
の
日
本
に
入
風
し
よ
う
と
し
て
、

失
敗
し
た

こ
の
バ
ー
カ
ー
は
、
の
ち
に
同
志
社
に
も
ゆ

か
り
を
結
ぶ
例
の
「
一
フ
ッ
ト
ラ
ン
ド
集
会
」

(
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
年
会
)
で
新
島
が
行

な
っ
た
ア
ピ
ー
ル
に
対
し
て
、
い
ち
早
く
1
0

0
0
ド
ル
の
寄
付
予
約
を
し
て
、
新
島
を
感
激

さ
せ
た
人
物
で
あ
る

レ
ツ
グ
と
ギ
ユ
リ
ッ
ク

中
国
伝
道
の
開
拓
と
い
う
点
で
は
、
モ
リ
ソ

ン
と
共
に
レ
ッ
グ
も
重
要
で
あ
る
埋
雅
各
の

.

耐

名
で
漢
文
の
智
環
啓
蒙
(
香
港
 
1
8
5

6
年
)
を
出
版
し
た
彼
は
、
在
留
外
国
人
教

会
(
後
述
す
る
ユ
ニ
オ
ン
教
会
)
の
初
代
牧
師

で
あ
っ
た
新
島
が
最
初
に
香
港
に
寄
港
し
た

す
で
に
牧
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

時
に
は
、

が
、
新
島
は
も
と
よ
り
知
る
由
も
な
い

゛
.
、

レ
ツ
グ
が
世
話
を
し
た
人
物
に
ギ
ユ
リ
ッ
ク

令
0
丁
コ
一
.
9
=
牙
)
が
い
る
後
者
は
、
新
島

が
江
戸
に
い
る
時
に
す
で
に
自
費
で
来
日
し
て

し、ノξ

OF
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江
戸
に
住
み
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
盲
教
師

に
仟
命
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ

し
か
し
、
そ
の
道
は
、
ボ
ス
ト
ン
木
部
に
ょ

り
財
政
上
の
理
由
で
閉
ざ
さ
れ
た
ギ
ユ
リ
ツ

ク
は
や
む
な
く
、
新
島
よ
り
一
足
先
に
香
港
に

転
出
し
、
レ
ヅ
グ
の
家
に
仮
寓
し
て
、
そ
の
時

機
を
待
っ
た
新
鳥
が
香
港
に
着
い
た
頃
に
は
、

ギ
ユ
リ
ッ
ク
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
盲
教

-
L
、
、

師
に
抜
擢
さ
れ
て
、
北
中
国
へ
転
出
し
て
い
た

結
局
、
ギ
ユ
リ
ッ
ク
は
、
最
初
の
日
本
派
遣

教
師
に
な
る
栄
誉
を
グ
リ
ー
ン
(
口
.
ハ

n
え
今
巳
に
譲
っ
た
し
か
し
、
の
ち
に
中

国
か
ら
厶
驫
の
口
本
に
転
じ
、
詞
志
社
で
も
荊

演
を
行
な
う
の
は
、
奇
遇
で
あ
る

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号

以
上
の
人
物
の
ほ
か
に
注
目
す
べ
き
は
、
ワ

イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
油
彩
画
で
あ
る

原
画
は
、
マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
州
チ
ャ
タ
ム
の
博

物
館
(
早
n
 
)
Ξ
0
0
ル
エ
0
仁
玲
ミ
三
九
仁
ヨ
)
が

所
蔵
す
る
絵
は
、
制
作
者
の
署
名
を
欠
く

画
面
に
残
る
の
は
、
テ
ィ
ラ
ー
船
長
の
名
前
と

日
付
(
1
8
6
4
年
円
月
2
U
)
で
あ
る

こ
の
デ
ー
タ
は
、
こ
の
絵
が
テ
ィ
ラ
ー
に
献

さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
船
、
の
ハ
ー
デ

ノ
イ

イ
ー
(
ン
.
エ
ミ
e
)
が
、
同
郷
(
チ
ャ
タ
ム
)

の
部
ド
の
た
め
に
、
特
別
に
注
文
し
た
も
の
か

問
題
は
、
作
者
で
あ
る
私
は
か
つ
て
こ
の
絵

を
京
都
に
借
り
出
す
た
め
に
博
物
館
に
赴
い
た

際

館
長
に
尋
ね
て
み
た

、

香
港
の
画
家
だ
、
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
こ
の
情
報
は
、
絵
の
'
完
成

時
期
と
共
に
、
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る

船
に
は
新
島
が

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
霄
港
人
港
は

捻
月
4
日
(
以
後
、
円
目
問
碇
泊
)
で
あ
る

画
面
の
日
付
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
2
力
月
前

に
絵
は
完
成
し
て
い
る
と
す
る
と
、
テ
ィ
ラ

ー
は
自
身
、
香
港
で
こ
の
絵
を
受
け
取
っ
て
、

ボ
ス
ト
ン
へ
帰
港
し
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
る
し
か
も
、
そ
の
時
、
乗
船
し
て
い
た
の
が
、

奇
し
く
も
新
島
で
あ
る
つ
ま
り
、
テ
ィ
ラ
ー

は
上
海
で
新
島
を
拾
い
」
、
香
港
で
絵
を
「
積

み
込
み
」
、
ボ
ス
ト
ン
に
戻
っ
た
可
能
性
が
高
い

中
国
貿
易
を
手
掛
け
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
、
わ

ざ
わ
ざ
香
港
在
作
の
画
象
に
絵
の
捌
作
を
依
頼

し
た
も
の
か
博
物
館
の
キ
ャ
プ
シ
ヨ
ン
に
は
、

巾
国
人
画
家
と
あ
っ
た
ど
う
い
う
人
脈
の
画

家
か
、
興
味
が
湧
く

ハ
ー
デ
ィ
ー
は
、
た
と
え
中
国
人
に
絵
を
注

文
し
た
と
し
て
も
、
日
本
人
の
お
持
ち
帰
り
」

ま
で
、
注
文
し
た
覚
え
は
な
い
発
注
も
し
な

い
ア
ジ
ア
の
青
年
が
、
絵
と
と
も
に
香
港
で
白

分
の
船
に
「
積
み
込
ま
れ
る
そ
れ
は
、
ま

つ
た
く
の
「
想
定
外
」
で
あ
っ
た

一
方
の
新
島
に
し
て
み
れ
ぱ
、
生
涯
決
し
て

忘
れ
ら
れ
な
い
船
と
な
っ
た
「
新
島
旧
邸
」
(
自

宅
)
の
書
斎
に
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
写
真
と
共

に
、
同
船
の
彊
<
が
額
に
入
れ
ら
れ
て
、
飾
ら

れ
て
い
た
(
い
る
)
の
も
、
肯
け
る

二
度
目
の
訪
問

度
目
の
香
港
訪
問
は
、
即
年
後
の
1
8
8

4
年
で
あ
る
艸
袈
は
わ
ず
か
4
日
問
し
か

し
、
そ
の
問
の
一
慧
は
、
新
島
の
手
紙
や
Π
'

か
ら
、
最
初
の
訪
問
時
以
上
に
明
白
に
掴
め
る

香
港
に
上
陸
す
る
や
、
ま
ず
「
ミ
ツ
シ
ヨ
ン
・

ハ
ウ
ス
」
を
訪
ね
た
。
ブ
リ
ッ
ジ
ス
通
2
番
地

(
必
列
者
街
2
邑
に
あ
り
、
会
衆
派
教
会
を

併
設
す
る
。
一
剛
に
「
香
港
ミ
ッ
シ
ヨ
ン
」
を

立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

宣
教
師
、
ヘ
イ
ガ
ー
(
9
ミ
一
α
工
会
)
が

活
動
拠
点
と
し
て
い
た

、

63



自
身
も
ま
た
同
じ
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
盲

教
師
で
あ
る
新
島
に
と
り
、
ヘ
イ
ガ
ー
は
同
僚

で
あ
る
。
が
、
こ
れ
以
前
は
、
直
接
の
交
渉
は

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
を
出
る
前
に
、
神

戸
の
宣
教
師
令
.
)
牙
ヨ
.
0
巳
か
ら
紹
介
状
を

貰
っ
て
い
た
。

ユ
ニ
オ
ン
教
会

こ
れ
が
効
い
た
の
か
、
ヘ
イ
ガ
ー
は
新
島
に

親
切
で
、
市
内
を
あ
ち
こ
ち
案
内
し
て
く
れ
た

宿
舎
と
し
て
ク
ィ
ー
ン
ズ
通
の
「
矯
風
会
館
」

(
一
0
ヨ
勺
§
え
工
紅
一
)
も
斡
旋
し
て
く
れ
た

翌
日
曜
に
は
、
新
島
は
礼
拝
に
出
る
ハ
リ

ウ
ツ
ド
通
の
「
ユ
ニ
オ
ン
教
会
」
で
あ
る
初

代
牧
師
(
3
代
目
も
)
の
レ
ッ
グ
は
、
す
で
に

蛉
国
し
、
オ
ツ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
初
代
中

国
語
教
授
に
な
っ
て
い
た

新
島
が
行
っ
た
〕
時
の
牧
師
は
、
6
代
目
令

仰

6
0
-
S
=
巳
で
あ
る
満
員
の
会
衆
が
、
彼
の

説
教
を
聞
い
た
午
後
は
、
5
代
目
牧
師
(
〕
0
ケ
コ

6
冨
一
ヨ
n
誘
)
が
中
国
語
で
説
教
を
披
甲
路
し
た

船
員
集
会
で
主
教
(
曼
子
0
勺

ほ
か
、

そ
の
如
三
ル
今
)
も
説
教
を
す
るけし
.
」

こ
の
日
、
説
教
の
「
梯
子
」
に
、
新
島
牧
師

も
さ
す
が
に
疲
れ
た

私
も
午
前
中
の
英
語
礼
拝
(
3
月
8
旦
を

現
在
の
ユ
ニ
オ
ン
教
会
(
ケ
ネ
デ
ィ
通
)
で
追

長

r
'
、

、

含

,
ノ

、

貞

、

.i

、
、
、

.

、
・
＼ .

、

ト
ψ
,
/

一
一

、

,

1882年当時の香港右手前がユニオン教会(ユニオン教会蔵)

現在のユニオン教会(ケネディ通)

、..

气」'
.ー、^

マ

11!1

1',

1 '"

往時のクィーンズ通(H'r"4ξe 刀4i厶i" U,ι畊"H伽宮κ0πg p.63)
「ここだけ大分けごいぶ)美麗にて、 H本などには此類すべき所も
これ無く、実に盛んにして、その富み亦、忠い見るべし」、「この
通りの店はきれいだほとんどの建物は3階建て」(利ル劫。

'、一之
^^

↓一

亀,畢
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体
験
で
き
た
教
会
が
現
在
地
に
移
転
し
た
の

は
、
 
1
8
8
9
年
で
あ
る

市
内
見
物

そ
の
後
私
は
香
港
滞
在
最
終
日
の
わ
ず
か

な
余
暇
(
2
時
問
)
を
利
用
し
て
、
新
島
が
足

を
運
ん
だ
「
ビ
シ
ョ
ッ
プ
・
ハ
ウ
ス
」
(
聖
公

工
0
§
、
現
・
香
港
礼
賓
世
公
園
(
香
港
動

植
物
公
園
)
、
一
盆
(
カ
ト
リ
ツ
ク
、
イ
ス
ラ

ム
教
)
を
大
急
ぎ
で
巡
回
し
た

新
島
が
3
人
の
日
本
人
領
事
を
訪
ね
た
Π
本

領
事
館
(
今
は
総
領
事
館
と
し
て
、
交
易
広
場

に
あ
る
)
や
、
宿
泊
し
た
テ
ン
ヘ
ラ
ン
ス
・
ホ

ー
ル
は
、
そ
の
跡
地
を
醐
岫
で
き
な
か
っ
た

ほ
か
に
も
珂
鳥
か
見
物
し
た
英
軍
駐
屯
所
(
見

欝

声

冒

Ⅱ
ミ
一

r
- 運

工
曾
8
仁
コ
n
異
ル
今
、
夏
般
花
園
)
や
太
平
山
街

(
一
巴
ヤ
ヨ
如
仂
ず
ぎ
仂
一
.
)
、
中
国
人
街
(
ア
ヘ
ン
窟
)

は
、
時
問
不
足
の
た
め
、
回
れ
な
か
っ
た

孫
文
と
新
島

つ
な

最
後
に
、
香
港
と
新
島
を
樂
ぐ
人
物
を
も
う

む
 
1
 
一
ワ

人
紹
介
し
て
お
き
た
い
孫
文
(
中
山

つ
せ
逸
仙
)
で
あ
る
彼
は
ハ
ワ
イ
で
少
年
時
代
を

港
で
D

香
*
」
ル

Ⅲ
香
柳

過
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
大
い
に
受
け
た

香
港
に
戻
っ
て
か
ら
も
教
会
に
通
い
、
ま
も
な

く
洗
礼
を
受
け
た

新
島
が
訪
問
す
る
前
年
6
月
の
こ
と
で
、
場

所
は
当
地
の
会
衆
派
教
会
、
す
な
わ
ち
ミ
ツ
シ

ヨ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
あ
る
教
会
の
洗
礼
簿
に
は
、

2
人
凶
の
受
洗
者
と
し
て
名
が
残
る
。
洗
礼
を

授
け
た
の
は
、
ヘ
イ
ガ
ー
牧
師
で
あ
る

時
に
孫
文
玲
歳
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス
の

3
階
に
住
み
、
近
く
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ス
ク
ー

ル
(
中
央
学
院
)
に
通
う
学
生
で
あ
っ
た
ミ

ツ
シ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
出
人
り
す
る
新
島
と
、

ど
こ
か
で
接
触
し
て
い
て
も
、
け
っ
し
て
不
思

議
で
は
な
い
。
ヘ
イ
ガ
ー
か
ら
紹
介
さ
れ
た
可

牝
桂
す
ら
あ
り
え
る
。

孫
文
が
寄
宿
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス
は
、

1
9
0
0
年
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
(
美
国

督
府
)
や
市
庁
企

紀
行

'

総督府(現・香港礼賓府)

「尤も苫しき者は、香港之1"庁、兵」'之常所と四ケの即葬地なり」

Z》、
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公
理
会
)
が
手
放
し
た
時
に
取
り
壊
さ
れ
た

現
在
は
市
場
(
マ
ー
ケ
ッ
ト
)
で
あ
る
そ
の

前
に
は
、
「
美
国
公
理
会
福
音
堂
跡
地
」
の
案

内
板
が
立
つ
。
が
、
現
地
は
、
む
し
ろ
「
孫
文

歴
史
街
道
」
(
仇
仁
コ
イ
曾
,
仂
g
 
工
一
m
門
0
『
片
N
-

一
言
一
)
の
第
三
巡
回
地
点
と
し
て
有
名
で
あ
る

信
徒
と
し
て
の
孫
文

゛
.
、

孫
文
は
「
中
国
革
命
の
父
」
で
あ
る
力

革
命
家
の
底
流
に
は
、
若
き
日
の
信
仰
が
伏
流

キ
リ
ス
ト

し
て
い
た
た
と
え
ぱ
、
中
国
基
督
教
青
年

会
(
Y
M
C
△
で
の
講
演
「
国
民
は
人
格
を

以
て
国
を
救
ふ
を
要

す
」
で
あ
る
。
力

「
余
も
曾
つ
て

、

十
年
前
、
此
の
団
体

と
往
来
し
、
従
っ
て
会

員
の
友
人
は
非
常
に
多

い
」
と
か
(
孫
文
全
集

,
ブ

.

δ
蓄
一

、
5
、
鵬
頁
、
第
一
公
論
社
、
 
1
9
4
0
年
)
、
「
中

国
の
団
体
で
立
派
な
人
格
を
有
す
る
の
は
、
青

ゆ
え

年
会
で
あ
る
故
に
、
青
年
会
は
良
好
な
る
国

家
を
造
成
し
得
る
団
体
で
あ
る
」
、
「
四
億
人
の

悉
く
を
人
格
者
た
ら
し
め
ん
と
せ
ば
、
[
中

略
]
国
家
全
体
を
変
じ
て
、
青
年
会
た
ら
し
め

ば
よ
い
の
で
あ
る
」
な
ど
と
主
張
す
る
(
同
前

5
、
劇
頁
)
。

単
な
る
社
交
辞
令
と
は
、
と
て
も
思
え
な
い

魂
の
底
か
ら
発
せ
ら
れ
た
叫
ぴ
で
あ
る
あ
く

ま
で
も
「
人
格
」
合
卯
格
)
を
強
朋
し
て
や
ま

ほ
、
り
ふ
つ

な
い
点
な
ど
、
ど
こ
か
新
島
の
文
明
観
を
考
舞

と
さ
せ
る

.

、

ー
ー

ー
ー

10

4ず゛毛石二"

＼'二灸"会。,4》尿如_
ゐ杉4'ιZZ弥,

多一加仏
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新島の墓地スケッチ

新島は特にイスラーム教徒の墓に関心を持った「墓は風変わりだ
次の4つは、とりわけて美しい」とスケツチをする

ι一々 4

6
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ビショップ・ハウス(聖公会)

新島は主教を仂ね、この地のキリスト教の
現況について広く取材した
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ン当ル御
凡伽元霧.


